



















































































































































































































































































































































































































（ 3）　打田仁美「特集　介護職と医療ケア　試行事業受講者の立場から」『月刊福祉』 7 月号、全国社会
福祉協議会出版部、2011年
（ 4）　厚生労働省『第 3 回特別養護老人ホームにおける看護職員と介護職員の連携によるケアの在り方に
関する検討会議事録』2010年 3 月25日
（ 5）　平林勝政「家族以外の非医療職による「痰の吸引」の容認について」『訪問看護と介護』10巻 9 号、
日本看護協会出版会、2005年
（ 6）　大島伸一「介護職員等によるたんの吸引等の実施の制度化の必要性」『月刊福祉』 6 月号、全国社
会福祉協議会出版部、2011年
（ 7）　川村佐和子『厚生労働科学研究費補助金　「ALS（筋萎縮性側索硬化症）および ALS 以外の療養患
者・障害者における在宅医療の療養環境整備に関する研究」』2007年 3 月
（ 8）　『協会ニュース』514号、2010年 4 月15日


















（21）	 小野太一「ラヒホイタヤの創設経緯等の日本の示唆」『社会保障研究』 1 巻 1 号、国立社会保障・
人口問題研究所、2016年
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